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救急救命処置の範囲について

救急救命士法第２条第１項に規定する救急救命処置の具体的範囲は以下の通り。

（「救急救命処置の範囲等について」平成４年指第17号 改正：平成26年１月31日 医政指発0131第１号）

医師の包括的な指示
医師の具体的な指示
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（※）は心肺停止状態の患者に対してのみ行うもの 1



平成26年の救急救命処置拡大までの経緯
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平成20年

平成2１年

平成2２年

平成2３年

平成2４年

平成2５年

平成2６年

構造改革特区提案募集における提案（3行為）

「救急救命士の業務のあり方等に関する検討会」 立ち上げ

提案された行為の有効性や安全性等に関して分析・考察を行う。

「救急救命士による救急救命処置に関する研究」 厚生労働科学研究 （分担研究者 野口宏）

「救急救命士の業務のあり方等に関する検討会」(平成2２年4月報告)

厚生労働科学研究班が中心となって実証研究を行い、有効性、必要性、安全性、必要となる体制等を分析・評価する。

「救急救命士の処置範囲に係る実証研究のための基盤的研究」 厚生労働科学特別研究 （主任研究者 野口宏）

実証研究の実施のために必要なプロトコルや研究デザイン、実証地域の選定条件の作成等、体制整備を行い、実証研究

の実施やデータの取りまとめを行う。

「救急救命士の処置範囲に係る研究」 厚生労働科学研究（平成２３～２６年度、主任研究者 野口宏）

体制の整った消防本部を指定し、当該処置を1年間のみ実施可能とした。

実証研究のための省令改正（平成24年4月6日）、告示（平成24年7月9日）

実証研究のデータを解析し、その結果を踏まえ、運用にあたっての標準プロトコル、追加講習カリキュラムを策定。

「救急救命士の処置範囲に係る研究」 厚生労働科学研究（平成２３～２６年度、主任研究者 野口宏）

「救急救命士の業務のあり方等に関する検討会」(平成2５年８月報告)

2行為については、一定の有効性、安全性、実効性が確認できたため救急救命処置に追加。

救急救命処置の追加と、運用にあたっての標準プロトコル、追加講習カリキュラムを周知。

省令・通知改正（平成２６年１月31日・3月7日）

施行 平成26年4月1日 体制の整った地域ごとに運用を開始。

① 血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与
② 重症喘息患者に対する吸入β刺激薬の使用
③ 心肺機能停止前の静脈路確保と輸液の実施



救急救命処置検討委員会（平成27年度）

役 職 氏 名 現 職

委員長 行岡 哲男 東京医科大学救急・災害医学主任教授

委 員 坂本 哲也 帝京大学医学部救急医学講座 主任教授

委 員 嶋津 岳士 大阪大学大学院医学系研究科救急医学 教授

委 員 横田 裕行 日本医科大学大学院医学研究科救急医学 教授

委 員 溝端 康光 大阪市立大学大学院医学研究科救急医学 教授

委 員 田中 秀治 国士舘大学大学院救急システム研究科教授

委 員 郡山 一明 救急救命九州研修所 教授

委 員 田邉 晴山 救急救命東京研修所 教授

委 員 安田 正信 東京消防庁救急部長

委 員 萬年 清隆 札幌市消防局警防部長

委 員 石井 正三 日本医師会常任理事

委 員 松月 みどり 日本救急看護学会代表理事
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救急救命処置検討委員会（平成27年～令和２年）の活動内容の概要
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平成2７年

平成2８年

平成2９年

平成３０年

令和元年

令和2年

＜窓口、評価、振り分け業務を開始する上での課題・論点についての整理・検討＞

① 提案、要望を行う者の要件について （一般個人や委員会委員、医療資器材・製薬会社等の直接依頼をどうするか 等）

② 窓口の開設と提案の受入れについて （提案数をどのようにコントロールするか、提案書に不備がある場合の対応 等）

③ 提案された処置の評価、振り分けについて （委員会の開催頻度、振り分け後の厚労省の対応について 等）

④ 評価結果の公表、報告について （評価結果の公表をどのようにするか）

⑤ 業務の継続性について （次年度に持ち越す業務の継続性の確保、委員会・事務局等の業務負担について 等）

平成３０年９月３日～平成３０年１０月３１日にホームページ上で提案を募集

＜提案の概要と評価結果＞

・ 受付数 １５件 （新規の提案 １２件、既存の処置の見直し ３件、既存の処置の削除 ０件）

・ 提案者の状況 消防本部 １０件、メディカルコントロール協議会 ２件、関連学会・団体 ３件

※ 一つの提案者からの最大提案数 ５件

➡ カテゴリーⅢ １件、差戻し ８件、未了 ６件

令和元年度は、新規募集は行わずに、前年度の積み残し課題（未了に分類された６件５項目）について検討を行った。

➡ カテゴリーⅠ ２件、カテゴリーⅡ ２件、未了 1件

令和２年１０月１５日～令和２年１１月３０日にホームページ上で提案を募集

＜提案の概要と評価結果＞

・ 受付数 ８件 （新規の提案 ５件、既存の処置の見直し ３件、既存の処置の削除 ０件）

・ 提案者の状況 消防本部 １件、メディカルコントロール協議会 ７件

➡ 差戻し ３件、未了 ５件


